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   Epilocaine Jelly, a topical anesthetic produced by Eizai Pharmaceutical Company, was 

used as follows with good result. 

   (1) Excellent anesthesia was obtained prior to transurethral procedures. In cases of 
intratracheal anesthesia, it made the intubation really easy and less stimulating. 

   (2) In comparison with other kinds of anesthetics, it showed more excellent analgesic 
effect and can be used very easily without simultaneous use of a lubricant. 

   (3) No side effect was recognized in 22 cases.

緒 言

従 来泌 尿 器 科 領域 に お け る表 面麻 酔 剤 と し て

は主 と して1908年Eillhom及 びUhlfelder

らに よつ て合 成 され たProcainが そ の王 座 を

占めて来 たが,Procailleは 一 面 麻 酔 の持 続 時

間が 短 か く,且 つ不 安 定 で あ り,し か も ア レル

ギ ー現 象 を招 来 す る と言 う欠 点 を有 し,特 に表

面麻 酔 作 用 が弱 い と言 う難 点 が あ り,よ り強 力

な麻 酔 剤 の 出現 が 望 まれ て い た.近 時L6fgren,

Lundquistら に よつ てLidocaineが 種 々 の点

で これ に 応 え る麻 酔 剤 と して登 場 し,広 く慣 用

され て来 た が,最 近 これ と類 似 の 作 用 を 有 す る

エ ピ ロカ イ ンが エ ーザ イ株 式 会 社 に於 て 合 成 さ

れ た.我 々 は今 回 工 一ザ イ株 式 会 社 よ りエ ピ ロ

カ・1;ン ゼ リー の提 供 を うけ,尿 道 操 作 時 及 び

全 身麻 酔 時 の気 管 内挿 管 に際 し て応 用 し優 秀 な

効 果 を あ げ得 た の で こ こに報 告 す る.

エ ピ ロカイ ン ゼ リー に 就 て

本剤は塩酸エ ピロカイン1%,塩 酸 ダイクロ ニ ン

O.3%,ク ロロ ブ タ ノ ール0.2%,及 び メチ ル セル ロ ー

ズ1.5%を 含 有 す る殺菌 性 ・表 面 麻 酔 剤 で あ る.

塩 酸 エ ピ ロカ イ ンは2-Methyl-2(n.propylamino)-

propylbenzoateで,化 学 性状 は融 点149-151℃,水

に20%可 溶 性 で,水 溶 液 のpHは5.4～5.6,熱,目 光

に対 し安 定 性 の 物 質 で あ る.

〈=〉-COO。()H・C〈 §富CH2α ・2・CH・・HC1

塩 酸 ダ イ ク ロ ニ ンは(4'-butoxy・3.piperidinopro-

piophenone・hydrochloride)で,水 に 可 溶 性 の 次 の

構 造 式 を 有 す る強 力 な 局所 麻 酔 剤 で あ り,高 度 の抗 菌

並 びに 抗 糸状 菌 作 用 を 有 し,こ の作 用 は ク ロ ロブ タ ノ

ー ル の添 加 に よ り更 に 増強 され る と され て い る.

CH・(CH・)…F〈=〉 一…CH…H・ 一・<=>HC1

メチル セル ローズは上記 薬剤に粘稠性を与え尿道粘

膜麻酔剤 としての滑剤の役 目を果 してい る.

使 用 方 法

尿道操作に際 しては,外 尿道 口を清拭 した後,エ ピ

ロカイソ ・ゼ リー10ccを 尿道洗瀞 用スポイ トを用い

て外尿道 口よ り注入 し,亀 頭 部において尿道を圧迫 し
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尿道 口側 より膀胱側に尿道を指で しごき,薬 剤が充分 表2全 身麻酔の挿管時におけ るエ ピロカイン
ゼ リーの使用成績

尿道後部に作用す る様 に した後,5分 後器具を挿入 し

た.気 管内麻酔に際 しては捲綿子を用いて会厭軟骨及

び声門に塗布 した後,器 具を挿入 した.麻 酔効果の判

定 は次の如 くした.

1)著 効操作 中全 く疹 痛を訴えなかつた もの.

2)有 効軽度 の疹痛或いは圧迫感を訴えた もの.

3)稻 々有効かな りの疹痛 を訴えたが,支 障な く操

作が出来た もの.

4)無 効激痛 を訴えた り,検 査が施行出来 なかつた

もの.

使 用 成 績

第1表 は女子及び小児を除 く男子外来患老14名 で,

膀胱鏡検査前及び尿道拡張ブジー挿入時に使 用した症

例 であ る.使 用成績は著効9例,有 効3例,無 効2例

で大多数 の症 例にほぼ満足すべ き麻酔効果 を得た.特

に症例,1,7,9,は 以前にProcainの 表面麻酔に

よつて膀胱鏡検査を うけてい る患者で,膀 胱鏡検査時

の疹痛を覚悟 していたが,何 れも前 回に比べ て顕著な

麻 酔効果を認めてい る.又 症例5,11,は 尿道拡張 ブ

ジー挿入時に使 用 した症例であるが,本 剤使 用によ り

滑剤の使用を必要 とせず,且,尿 道 に長 く止 まるため

従 来の水溶性麻酔剤 より効果が充分 の様に思われた.

症 例

1
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3
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6

7

8

患 者1年令 性
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田 中13916
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病 名

右 腎 結石

左 腎結 核

右 腎結 核

右尿管結石

膀胱 結石

右 腎 結石

左腎 出血

左尿管結石

効 果

有 効

〃

〃

稽 々有効

有 効

〃

〃

稽 々有効

副作用

(一)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

表1尿 道操作時に於け るエ ピロカイン ・ゼ リー

の使用成績

表2は 泌尿器科手術患者8例 につい て,気 管 内麻酔

の挿管に際 して使用 したものであ る。有効6例,稽 々

有効2例 で,殆 ん どの症 例に於 て,本 剤 に よる表面 麻

酔効果 と滑剤の効果が相剰 し,挿 管 が容 易 に 行 わ れ

た.

症例
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δ

δ

δ

6

♂

δ

6

♂

6
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病 名

左腎 結核

前立 腺肥
大 症

右 腎結石

左尿管結石

尿 道狭 窄

水 腎

操作
時間

15分

15分

8分

10分

20分

癒15分

慢性膀胱炎6分

　
左 腎 出 血10分

謂 結核L。分
1右 腎 結 石
8分

尿 道 狭 窄30分

柵 鶴 石ll。分

膀 胱 腫 瘍110分

膀鵬 石/G分

効 果1副作用

著効

有効

無効

有効

著効

薯効

著効

有効

著効

無効

署効

著効

著効

著効

(一)

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

考 按

我 々が 日常行つている泌尿器科的操作には必

ず膀胱及び尿道えの器械の挿入が必要 とされる

が,こ の操作は患者に可成 りの苦痛を与えるも

ので,強 力な尿道内表面麻酔の必要は泌尿器科

医の等しく痛感する所である.し かもこの操作

の大部分が外来に於て行われる関係上,麻 酔作

用の発現の迅速なこと,且 つ強力なことが要求

される訳である.

尿道麻酔剤 として理想的な条件は,表 面麻酔

作用の強力なこと,且 つその発現が 迅 速 な こ

と,そ の溶剤 としては水溶液の形の 麻 酔 剤 よ

り,作 用時間が長 く,且 つ滑剤 としての作用を

有する溶剤が望ましい ことなどがあげ られてい

る.従 来使用されて来たProcaineは 表面麻酔

剤 としての作用が弱 く充分な効果を得 られなか

つた欠点があるが,今 回我 々が使用したEpil-

ocaineは 既に河方,昇 田,安 井 らが産婦人科

領域に於て,又,土 屋,百 瀬,後 藤 らが泌尿器

科領域に於て使用 した経験 を発表 し,そ の優秀

性が認め られてい る薬剤である.又 基礎的実験

は薬師寺,貫 らによつて行われ,局 所麻酔力に

於てLidocaineの 約2倍 に相当する麻痺力を有
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し,し か もそ の毒 性 はLidocaineよ り弱 く,

Procaineよ り遙 か に 強 い麻 痺 力 と長 い持 続 時

間 を有 す る と報 じ られ て い る.

今 回我 々が 使 用 した の はJelly剤 で あ るが,

経尿道 的 操 作 時 に使 用 した14例 は 何 れ も10cc

の注入 で5分 後 麻 酔 作 用 の発 現 を認 めて い る.

操 作時 間 は6分 乃 至20分,平 均13分 で あつ た

が,殆 ん どの 症 例 に操 作 中何 らの苦 痛 も尿 意 も

訴 え る もの は な か つ た.

尿 道麻 酔 剤 の 溶 剤 に つい て はCorbus,Mus-

chat,落 合 らに よつ て 研 究 が 行 わ れ て来 た が,

本 剤が粘 滑 剤 と してMethylcelluloseを 使 用

してい る点 は,従 来 の 水 溶 性 の形 の麻 酔 剤 が 比

重 が軽 く粘度 も低 い た め 速 か に尿 道 を通 過 して

膀胱 に入 つ て 了 い 後 部尿 道 へ の作 用 が短 か く,

麻酔 効 果 が充 分 で な か つ た 欠 点 が 除 去 され て い

る.我 々の使 用経 験 に於 て も麻 酔 の発 現 後,従

来好 んで用 い た グ リセ リン な ど の滑 剤 の使 用 を

必要 とせ ず,特 に尿 道 拡 張 に於 て 優 秀 な効 果 を

み てい る.

又,気 管 内麻 酔 時 の挿 管 に 際 して 我 々 は従 来

キ シ ロカ イ ン を好 んで 用 い たが,Epilocaine

Jellyを 咽 頭 後 壁 及 び声 門 え塗 布 した 後,挿 管

を行 つ た所 声 門 附 近 の組 織 を 損 傷 せ ず,重 篤 な

合 併症 と して の声 門 浮 腫 な どの 発 現 を 阻 止 し

得,殆 ん ど の症 例 に有 効 で あ つ た.

副 作 用 に つ い て 薬 師 寺,河 野 らは 局所 刺戟 作

用 はLidocaineと 同 程 度 で あ り,そ の毒 性 は

Lidocaineに 比 し て少 ない こ とを認 め て い る.

我 々 の臨 躰 例 に於 て は 本 剤 の使 用 後,尿 道 に

発 赤,腫 脹,疹 痛 な ど の副 作 用 は全 例 に 於 て認

め られ な か つた.
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従来,内 視鏡的操作後には尿路感染を惹起し

がちであり,操 作後感染防止に留意することが

しぱしばであつたが,本 剤使用後何 らの症状 も

認め られなかつたことは,本 剤中のDyclonine

の有する強力な殺菌力によるものと考 え られ

る.

之を要するに,本 剤により内視鏡面を曇 らせ

ることもなく,粘 度が適当であり,使 用法が至

極簡単であり,又 副作用がないことか ら従来の

麻酔剤に比して優秀な薬剤であると考 え られ

る.

結 語

1)EpilocaineJellyを 経 尿 道 的操 作時 並

び に全 身 麻 酔 の挿 管 に際 して使 用 し,満 足 す べ

き結 果 を得 た.

2)従 来 の麻 酔 剤 に 比 し て表 面麻 酔 効 果 が 強

く,操 作 が 簡 単 で あ り,滑 剤 を必 要 と しない

3)22例 全 例 に 何 らの副 作 用 を認 め な か つ

た.
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